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一
昨
年
の
熊
本
地
震
で
は
、
市
内

に
最
大
２
６
７
カ
所
の
避
難
所
が
設

置
さ
れ
、
一
時
　
万
人
を
超
え
る
市

１１

民
が
避
難
し
ま
し
た
。い
ず
れ
も
、
市

の
想
定
を
上
回
る
数
だ
っ
た
た
め
、
発

生
直
後
の
数
日
間
は
、
避
難
所
の
開

設
遅
れ
や
物
資
が
行
き
渡
ら
な
い
と

い
っ
た
混
乱
が
あ
り
ま
し
た
。こ
う
し

た
大
規
模
な
災
害
の
際
に
、
行
政
の

支
援
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
避

難
所
と
な
る
施
設
の
管
理
者
（
小
学

校
な
ど
）
や
自
治
会
な
ど
が
協
力
・
連

携
し
、
地
域
主
体
の
避
難
所
運
営
に

当
た
ろ
う
と
、「
校
区
防
災
連
絡
会
」

で
は
、
事
前
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
が
呼
び
掛
け
、
平
成
　
年
度
末
ま

３０

で
に
、
市
内
す
べ
て
の
小
学
校
区
に
設

置
予
定
の
「
校
区
防
災
連
絡
会
」
。
花
園

ま
ち
セ
ン
が
管
轄
す
る
城
西
、
花
園
、

池
田
の
３
校
区
で
は
、
昨
年
７
月
に
い

ち
早
く
会
を
立
ち
上
げ
、
月
１
回
程
度

の
ペ
ー
ス
で
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
会
の
目
的
は
、
熊
本
地
震
の
際
の
反

省
や
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

地
域
独
自
の
避
難
所
開
設
・
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
地
域
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
供
見
え
る
化
僑
す
る
こ
と
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
大
規
模
な
災
害
が
起
こ
っ
た

と
き
の
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

め
る
北
川
哉
さ
ん
は
、
連
絡
会
で
の
話

し
合
い
を
通
し
て
、
「
い
ろ
い
ろ
な
人

が
関
わ
る
こ
と
で
校
区
の
一
体
感
が
高

ま
る
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
」
。

　
す
で
に
セ
ン
タ
ー
内
の
３
校
区
す
べ

て
の
指
定
避
難
所
の
運
営
委
員
長
も
決

定
。
来
年
３
月
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を

目
指
し
、
今
後
も
活
発
な
議
論
が
続
け

ら
れ
ま
す
。

　
各
校
区
の
連
絡
会
で
は
ま
ず
、
校
区

内
の
指
定
避
難
所
（
小
中
高
校
な
ど
）

ご
と
に
「
避
難
所
運
営
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
地
域
（
校
区
自
治
協
議
会
、

P
T
A
な
ど
）
か
ら
委
員
長
・
副
委
員

長
を
選
出
。
併
せ
て
、
避
難
所
で
の
生

活
ル
ー
ル
な
ど
を
作
成
す
る
総
務
班
や

物
資
の
調
達
な
ど
を
行
う
物
資
班
な
ど

を
編
成
し
ま
す
。
そ
れ
ら
を
取
り
ま
と

め
て
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
避
難

所
ご
と
の
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
そ
れ
を
基
に
し
た
避
難
訓
練

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
「
城
西
、
花
園
、
池
田
の
３
校
区
は

元
々
防
災
意
識
が
高
い
地
域
。
地
震
以

前
か
ら
自
主
防
災
ク
ラ
ブ
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
た
こ
と
が
、
連
絡
会
・
運
営

委
員
会
の
い
ち
早
い
立
ち
上
げ
に
つ
な

が
っ
た
の
で
は
」
と
花
園
ま
ち
セ
ン
の

竹
永
宜
央
さ
ん
。
ま
た
、
城
西
小
学
校

の
避
難
所
運
営
委
員
会
の
委
員
長
を
務

防
災
意
識
の
高
い
３
校
区

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
通
じ
て
一
体
感

花園まちづくり

センター（西区）

大
規
模
災
害
時
の
避
難
所
運
営
を

供
地
域
僑
主
体
で
行
う
た
め
に

城
西
・
花
園
・
池
田
３
校
区
「
校
区
防
災
連
絡
会
」

当初、地域の方々は「自分たちの負担が

増えるのでは？」と不安を持っておら

れましたが、マニュアルの必要性を理

解していただいたことで、連絡会の話

し合いもスムーズになりました。私た

ちも、行政と住民の皆さんの間をつな

ぐ立場で、さまざまな連絡・調整などの

裏方としてお役に立てればと思います。

花園まちづくりセンター

竹永宜央さん

城西小学校避難所運営委員会

委員長　北川　 哉 さん
はじめ

熊
本
地
震
後
の
対
応
を

経
験
し
て
痛
感
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
大
切
さ

　
熊
本
地
震
の
際
に
、
避
難
所
（
城
西
小
学

校
）
の
代
表
者
的
な
立
場
で
運
営
に
当
た
っ

た
経
験
か
ら
、
避
難
所
運
営
委
員
会
の
委
員

長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
後
の
避
難
所
運
営
で
は
、
ペ
ッ

ト
同
伴
の
方
や
持
病
が
あ
る
高
齢
者
へ
の
対

応
な
ど
、
「
何
か
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
れ
ば
」
と

思
う
場
面
が
多
々
あ
り
、
今
回
の
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
は
、
と
て

も
い
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
話
し
合
い
を
通
じ
て
、

行
政
、
地
域
、
学
校
な
ど
が
お
互
い
の
顔
を

知
り
、
「
相
談
し
や
す
い
」
関
係
を
築
い
て
お

く
こ
と
も
、
万
一
の
と
き
の
対
応
を
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
る
上
で
重
要
で
す
。
そ
の
点
で
は
、

供
地
域
の
担
当
僑
で
あ
る
ま
ち
セ
ン
の
皆
さ

ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
を
つ
な
い
で
く
れ
る

の
で
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

各避難所運営委員会に分かれての

話し合い

７月３１日に行われた「城西校区防災連絡会」の様子。毎回、約３５人が参加します

　市内各校区で行われたさまざまなイベントの

様子や、これから行われる催しの情報を、まち

センとの関わりなども交えて紹介します。

地域が生んだ偉大な柔道家の

生誕１００年を祝うイベント

一緒にまちづくりを考える

仲間を募集しています　!

【木村政彦生誕１００年記念特別講演会】

【幸田まちづくりサポーター】

　南区川尻出身の“柔道の神様”木村政彦氏の生誕１００年を記念し、講演会を開催します。

元柔道日本代表の秋本勝則氏ら４名が、「木村政彦氏と私」というテーマで講演。会場の大

慈禅寺では、２７、２８日に開懐世利六菓匠のイベントも開催されます。

■会場／大慈禅寺（南区野田１‐７‐１）　■時間/１１時から約１時間半　■入場料/無料

※駐車場はありませんので公共交通機関をご利用ください。

問南部まちづくりセンター緯０９６（３５８）１８７７

　幸田地域でまちづくり活動を行っている方や、居住または通勤していてまちづくりに関

心がある方、ぜひ一緒に地域のさまざまなイベントや行事、活動に参加しませんか？　趣

味や特技を生かし、無理のない範囲で参加できる“気軽な地域貢献”です。書類審査で２０

名程度を選考し、表彰状（認定証）と副賞を授与します。

募集要項　■申込締切／１月３１日水　■副賞／火の君マルシェの農産物詰め合わせor㈲コ

デラの商品券（いずれも５千円相当）　■応募方法／専用の申請書に記入の上、幸田まちセ

ンまで郵送またはご持参ください　※対象は高校生以上　※副賞の授与は個人のみ

問幸田まちづくりセンター緯０９６（３７８）０２０２

　春はソメイヨシノや大島桜が咲き誇り、

夏は噴水で水遊びする子どもたちでにぎわ

う「平成中央公園」。公園周辺には南部土地

区画整理事業を記念したモニュメントが設

置されています。この一帯は、区画整理前

は一面田んぼであったことから、“働く母”

や“タニシ”などを題材にしたユニークな

石像２３基が並んでいます。

平成中央公園周辺に点在する

気になるモニュメント

春には花見の名所として多くの人が訪れます

カッパ!?　一度公園周

辺を歩いてみると面白

いかも

「地域との距離感が近く、たくさん声を掛けてもらえるようになりました。

こちらが対応した時、見せてくださる笑顔がうれしい」と西村さん

　田迎、田迎西、田迎南、御幸の４校区を管轄する幸田まちセン。

２０１３年に田迎西小が新設されるなど人口増加が続く一方で、夏祭りや

山田神社での奉納子ども相撲大会など、伝統・文化を守り続けている

地域でもあります。こうした特色を未来へとつないでいくため、幸田

地区自治会連合会と連携し「幸田まちづくりサポーター制度」もスタ

ートしました。地域住民はもちろん、地域内に流通団地があるので、

団体・企業にも参加いただけるよう呼び掛けていきます。

一緒に“まちづくり”について考え

る仲間を募集しています　! 

地域担当　西村　美穂さん

●熊本市地域政策課　緯０９６（３２８）２０３１（月～金曜・８：３０～１７：１５）、chiikiseisaku@city.kumamoto.lg.jp

●花園まちづくりセンター　緯０９６（３５９）１１２２　●幸田まちづくりセンター　緯０９６（３７８）０２０２
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